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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

大
館
市
は
、
秋
田
県
の
北
部
を
流
れ

る
米よ
ね
し
ろ代

川
の
中
流
域
に
位
置
す
る
大
館

盆
地
を
中
心
に
、
北
西
は
白
神
山
地
の

東
側
に
あ
る
田
代
岳
か
ら
南
は
森
吉
山

麓
ま
で
ま
た
が

る
場
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　

米
ど
こ
ろ
で

あ
る
と
と
も

に
、
古
く
か
ら

秋
田
杉
の
産
地

と
し
て
栄
え
、

明
治
期
以
降
、

非
鉄
金
属
の
豊

富
な
鉱
床
が
発

見
さ
れ
、
戦
後

の
高
度
成
長
期

に
掛
け
て
は
鉱

業
で
栄
え
ま
し

た
が
、
す
べ
て
の
鉱
山
が
閉
山
後
、
鉱

業
技
術
を
生
か
し
た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

産
業
や
医
療
機
器
・
医
薬
品
製
造
な
ど

の
健
康
産
業
が
大
き
く
成
長
し
、
本

市
の
経
済
を
支
え
る
ま
で
発
展
し
ま

し
た
。

　

平
成
17
年
６
月
に
、
生
活
圏
域
を
と

も
に
す
る
比
内
町
、
田
代
町
と
合
併

し
、
新
市
制
12
年
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
す
。

大
館
の
観
光
資
源（
宝
）

　

大
館
駅
に
着
く
と
、
忠
犬
ハ
チ
公
の

銅
像
と
秋
田
犬
の
群
像
が
出
迎
え
ま

す
。
本
市
は「
忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ
る
さ

と
」で
す
。

　

秋
田
犬
と
い
え
ば
、
昭
和
６
年
７

月
、
日
本
犬
で
は
最
初
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
然

記
念
物
の
指
定
と
相
ま
っ
て
、
秋
田
犬

を
著
名
に
し
た
の
は
、
昭
和
７
年
10

月
、
朝
日
新
聞
紙
上
に
忠
犬
と
し
て
報

道
さ
れ
た 

「
ハ
チ
公
」
で
す
。
そ
の
記

事
は
、
愛
犬
家
は
も
ち
ろ
ん
日
本
人
の

胸
に
深
く
感
動
を
与
え
、
秋
田
犬
が
広

く
脚
光
を
浴
び
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
市
に
は
世
界
遺
産
で

あ
る
白
神
山
地
に
属
す
る「
田
代
岳
」、

市
南
部
に
位
置
す
る「
竜
ケ
森
」
な
ど

の
山
岳
の
ほ
か
、
国
指
定
天
然
記
念

物
の「
長な
が
ば
し
り
ふ
う
け
つ

走
風
穴
高
山
植
物
群
落
」

「
芝し
ば
や
ち

谷
地
湿
原
植
物
群
落
」、
天
然
秋
田

杉
美
林
が
見
学
で
き
る「
矢
立
遊
歩
道
」

な
ど
、
自
然
資
源
が
多
数
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
佐
竹
公
の
湯
治
場

と
し
て
歴
史
あ
る
大
滝
温
泉
を
は
じ

め
、
秘
湯
や
温
泉
銭
湯
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
温
泉
が
数
多
く
点
在
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
日
帰
り
入
浴
が
可

能
な
温
泉
施
設
は
市
内
全
域
に
27
カ
所

も
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
大
地
と
豊
富
な
森
林
資
源
に

恵
ま
れ
た
本
市
は
、
そ
の
地
勢
か
ら
こ

の
地
方
固
有
の
伝
統
的
な
産
物
を
つ
く

り
出
し
ま
し
た
。
秋
田
杉
の
宝
庫
で
あ

る
大
館
の
森
林
か
ら
は「
大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
」
が
、
そ
し
て
、
第
三
期
古
層

腐
植
土
で
形
成
さ
れ
る
比
内
地
方
の
黒

土
を
主
と
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
多
い
土

壌
か
ら
は
日
本
三
大
美
味
鶏
と
し
て
名

高
い「
比
内
地
鶏
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」は
大
館

地
方
の
伝
統
的
な
食
文
化
と
し
て
大
館

に
古
く
か
ら
根
付
い
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
こ
れ
ら
を
素
材
に
し
た
体
験
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
大
館
の
お

い
し
い
食
材
を
内
外
に
発
信
す
る
取
り

組
み
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　

大
館
城
の
跡
地
で
あ
る
桂
城
公
園
に

加
え
、
町
割
り
に
よ
り
配
置
さ
れ
た
寺

社
が
当
時
の
位
置
に
残
り
、
城
下
町
の

面
影
を
と
ど
め
て
い
る
市
街
地
や
、

４
０
０
年
以
上
続
く
と
い
わ
れ
る
大
館

大
館
と
い
う
と
こ
ろ
。

大お
お
だ
て館
市（
秋
田
県
）�

 

大
館
市
長
　
福ふ

く
は
ら原

淳じ
ゅ
ん
じ嗣

毎年4月8日に行われる「忠犬ハチ公慰霊祭」（JR大館駅前）
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神
明
社
祭
典
、
大
館
ア
メ
ッ
コ
市
な
ど

が
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
資
源
に
光
を
当
て

て
、
市
民
が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
暮
ら
す
社
会
の
実
現
、
日
々

の
営
み
が
風
土
と
し
て
大
館
に
息
づ

き
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
景
観
づ
く
り
、
文

化
財
の
保
存
と
活
用
、
公
共
施
設
の
整

備
、
伝
統
的
な
祭
礼
行
事
の
再
興
を
目

的
と
し
た「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
」を
秋
田
県
内
の
自
治
体
と
し
て
は

初
め
て
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
、
平
成
27
年
10
月
、
４
０
０

年
前
の
常
陸
国
か
ら
佐
竹
氏
の
国
替
え

を
縁
と
し
て
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
と

友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
的
な
出
来
事
も
加
え
な

が
ら
、
ま
ず
は
、
大
館
囃は
や
し子
の
音
色
が

響
く
大
館
城
下
を
重
点
区
域
と
定
め
、

田
代
山
神
社
の
作
占
い
、
鳳
凰
山
の
大

文
字
、
矢
立
峠
に
続
く
羽
州
街
道
、
長

木
川
渓
谷
沿
い
の
小
坂
鉄
道
軌
道
跡
、

奥
州
藤
原
氏
の
終
焉
の
地
、
大
館
曲
げ

わ
っ
ぱ
伝
統
工
芸
職
人
、
浅
利
氏
の
史

跡
が
残
る
比
内
、
扇
田
神
明
社
祭
典
、

十
二
所
城
下
と
い
っ
た
、
先
人
が
つ
く

り
、
営
ん
で
き
た
歴
史
と
伝
統
を
生
か

し
た「
物
語
づ
く
り
」
を
進
め
、
市
民

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
が
大
館
を
大

好
き
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

縦
軸
と
横
軸
の
広
域 

観
光
連
携

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
、
旅
行
者
の

行
動
範
囲
の
拡
大
や
旅
行
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
応
じ
て
、
広
域
的
に
観
光
地
を

回
す
必
然
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。
行
政

区
域
を
越
え
た
連
携
を
進
め
る
た
め
、

広
域
的
な
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
観
光

地
域
づ
く
り
組
織
で
あ
る
地
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ（D

estination M
anagem

ent/
M

arketing O
rganization

）と
し
て
、

平
成
28
年
４
月
１
日
に「
秋
田
犬
ツ
ー

リ
ズ
ム
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

観
光
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

解
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
的
確
な
市
場

調
査
や
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
整
備

を
進
め
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年
３

月
に
開
通
し
た
函
館
新
幹
線
の
観
光
客

を
見
据
え
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
35
万
人

を
誇
る
函
館
市
、
み
ち
の
く
の
小
京
都

で
あ
る
仙
北
市
の
角
館
、
そ
し
て
大
館

市
に
よ
る
３
つ
の
館（
だ
て
）
に
よ
る

縦
軸
と
、
小
坂
町
、
鹿
角
市
、
北
秋
田

市
、
能
代
市
と
い
っ
た
横
軸
を
意
識
し

た
広
域
連
携
エ
リ
ア
に
よ
る
観
光
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
州
最
多
と
な
る
６
つ
の
国
指
定
天

然
記
念
物
、
市
内
27
カ
所
の
温
泉
、
石

田
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク

と
い
っ
た
枚
挙
に
暇
が
な
い「
大
館
の

宝
」
の
数
々
を
、
連
携
す
る
市
町
と
と

も
に
磨
き
上
げ
、
そ
し
て
、
大
館
駅
周

辺
に
、
秋
田
犬
や
ハ
チ
公
を
テ
ー
マ
と

し
た
ハ
チ
公
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
秋
田
犬

と
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
な

ど
の
交
流
拠
点
施
設「
ハ
チ
公
の
駅（
仮

称
）
」
を
整
備
し
、
北
の
玄
関
口
と
し

て
の
機
能
を
高
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
タ
イ
ト
ル
の「
大
館
と
い

う
と
こ
ろ
。」
は
、
全
国
の
自
治
体
が

Ｐ
Ｒ
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
中
、
あ
え
て

控
え
目
な
表
現
で
大
館
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
秋
田
県
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
梅う
め
ば
ら原

真ま
こ
とさ

ん
が
提
案
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

控
え
目
な
中
に
も
確
か
な
信
念
を

持
っ
て
、
大
館
の
未
来
創
造
に
つ
な
げ

て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◆ 

面
積　
　

９
１
３
・
22
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
５
５
７
３
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
１
５
６
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
匠
と
歴
史
を
伝
承
し
、
誇

り
と
宝
を
力
に
変
え
て
い
く
「
未
来
創
造
都

市
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
東
北
の
ほ
ぼ
中
心
に
位

置
す
る
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た
歴
史
と

伝
統
の
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
6
月
20
日
、
比

内
町
、
田
代
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕秋
田
犬
、き
り
た
ん
ぽ
、曲
げ
わ
っ

ぱ
、
比
内
地
鶏
、
と
ん
ぶ
り
、
山
の
芋
、
根

曲
が
り
タ
ケ
ノ
コ

〔
観
光
〕秋
田
犬
会
館
、忠
犬
ハ
チ
公
の
生
家
、

大
館
樹
海
ド
ー
ム
、
鳥
潟
会
館
、
長
走
風
穴
、

大
館
・
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
バ
イ
ク

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
大
館
ア
メ
ッ
コ
市
、
大
館
バ

ラ
ま
つ
り
、
大
館
大
文
字
ま
つ
り
、
大
鮎
の

里
ふ
る
さ
と
祭
り
、
本
場
大
館
き
り
た
ん
ぽ

ま
つ
り
、
肉
の
博
覧
会
in
お
お
だ
て

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大館市長

福原淳嗣

秋田市

大館市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

南
足
柄
市
は
、
神
奈
川
県
の
西
端
に

位
置
し
、
都
心
か
ら
約
80
㎞
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。
南
東
か
ら
南
に
か
け
て
は

小
田
原
市
お
よ
び
箱
根
町
、
西
は
静
岡

県
小
山
町
に
接
し
て
い
ま
す
。「
足
柄
」

の
地
名
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
、「
古
事

記
」や「
万
葉
集
」に
も
登
場
し
ま
す
。

　

古
代
、
足
柄
道
は
都
の
あ
る
西
国
と

東
国
を
結
ぶ
官
道
と
し
て
東
西
交
通
の

重
要
な
道
で
し
た
。
中
世
に
な
る
と

「
更さ
ら
し
な級
日
記
」や「
海
道
記
」の
史
書
に

は
こ
の
地
が
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
太
郎
の
ふ
る
里

　
「
金
太
郎
の
ふ
る
里
」
と
し
て
知
ら

れ
る
南
足
柄
市
は
、
金
太
郎
が
産
湯
を

つ
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
夕
日
の
滝
や
生

家
の
跡
、
金
太
郎
が
遊
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
遊
び
石
な
ど
の
金
太
郎
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月

に
は
本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
足
柄
金

太
郎
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
本
年
は
第
40
回
の

記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
例
年
以
上
に

盛
大
に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

良
質
豊
富
な
水
の
産
地

　

箱
根
外
輪
山
を
含
む
本
市
は
、
緑
豊

か
な
自
然
と
良
質
豊
富
な
水
を
も
た
ら

し
、
平
成
７
年
に「
全
国
水
源
の
森
百

選
」、
平
成
８
年
に
は「
全
国
水
の
郷
百

選
」
に
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、
１
日
に
約

１・３
万
ト
ン
も
の
水
が
湧
き
出
す
清せ
い

左ざ

衛え

門も
ん

地
獄
池
は
神
奈
川
県
で
唯
一「
平

成
の
名
水
百
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
将
来
に
わ
た
り
良
質
で
豊

か
な
水
を
活
用
し
た
ま
ち
を
形
成
す
る

た
め
、
水
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
水
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

富
士
フ
イ
ル
ム
の
発
展
と
と
も
に

　

か
つ
て
は
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
こ
の

地
を
写
真
フ
ィ
ル
ム
国
産
化
事
業
の
工

場
地
に
選
ん
だ
の
が
富
士
フ
イ
ル
ム
㈱

で
す
。
そ
の
条
件
は
良
質
豊
富
な
水
が

得
ら
れ
、
空
気
が
清
澄
で
、
か
つ
東
京

か
ら
近
距
離
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。
昭

和
９
年
の
創
業
以
来
、
80
年
以
上
も
の

時
が
流
れ
、
本
市
は
富
士
フ
イ
ル
ム
の

発
展
と
と
も
に
伸
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
14
年
に
は
、良
質
豊
富
な

水
と
、
緑
豊
か
で
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
な
ど
を
背
景
に
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

神
奈
川
工
場
が
竣
工
し
ま
し
た
。
安
藤

忠
雄
氏
が
設
計
し
た
同
工
場
は
、
里
山

風
景
に
な
じ
む
よ
う
、
敷
地
の
緑
地
面

積
は
約
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
場

見
学
は
バ
ス
観
光
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
に
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
本
市

を
代
表
す
る
観
光
名
所
の
一
つ
で
す
。

曹
洞
宗
の
古
刹「
大
雄
山
最
乗
寺
」

　

本
市
の
観
光
名
所
で
最
も
代
表
的

な
の
が
、
天
狗
伝
説
が
伝
わ
る
大
雄

山
最
乗
寺
で
す
。
草
創
は
応
永
元
年

（
１
３
９
４
年
）で
、
全
国
に
４
０
０
０

以
上
の
門
流
寺
院
を
持
つ
曹
洞
宗
の

古こ
さ
つ刹
で
す
。
参
道
の
周
辺
や
境
内
に
は

約
17
万
本
と
も
い
わ
れ
る
杉
の
巨
木
が

立
ち
並
び
、
幽
玄
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

「
ち
ょ
っ
と
田
舎
」で
、「
ち
ょ
っ
と
都
会
」

ま
ち
の
魅
力
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｐ
Ｒ

南み
な
み
あ
し
が
ら

足
柄
市（
神
奈
川
県
）�

 

南
足
柄
市
長
　
加か

と

う藤
修し

ゅ
う
へ
い平

1日に1.3万トンもの水が湧き出す「清佐衛門地獄池」
2
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し
て
い
ま
す
。
境
内
の
新
緑
や
紅
葉
は

共
に
美
し
く
、
訪
れ
る
人
の
心
を
清
ら

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
参
画

　

本
市
は
箱
根
火
山
周
辺
地
域
の
地
質

資
源
を
は
じ
め
、
歴
史
的
資
源
、
文
化

資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
ご

紹
介
し
た
大
雄
山
最
乗
寺
や
夕
日
の
滝

な
ど
も
代
表
的
な
資
源
で
す
。
こ
の
よ

う
な
資
源
を
活
用
し
、
観
光
の
振
興
や

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
箱
根
ジ

オ
パ
ー
ク
の
参
画
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

ジ
オ
サ
イ
ト
候
補
地
の
選
定
や
ジ
オ
ガ

イ
ド
の
養
成
、
住
民
へ
の
周
知
と
啓
発

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年

は
４
月
か
ら
夏
に
か
け
て
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
本
市
の
編
入
審
査
が
あ

り
、
９
月
に
は
そ
の
結
果
が
出
ま
す
。

何
と
し
て
も
編
入
認
定
を
実
現
し
、
本

市
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仮
称
）「
道
の
駅　

金
太
郎
の

ふ
る
里
」の
建
設
へ

　

地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
た
め
の
施

策
と
し
て
、
農
業
を
基
盤
に
６
次
産
業

化
を
支
援
し
、
工
業
、
商
業
、
観
光
な

ど
地
域
産
業
を
活
性
化
す
る
た
め
、
神

奈
川
県
が
進
め
て
い
る
県
西
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
た
地
域
振

興
の
拠
点
施
設
と
な
る
、（
仮
称
）「
道

の
駅　

金
太
郎
の
ふ
る
里
」の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
前
年
に
は
南
足
柄
市
と
箱
根
町
を

連
絡
す
る
道
路
も
完
成
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
が
完
成
し
ま
す
と
、
東
名
高

速
道
路
大
井
松
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
本
市
を
通

り
箱
根
の
仙
石
原
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
か
ら
箱
根
ま

で
は
わ
ず
か
30
分
で
す
。
神
奈
川
県
内

の
み
な
ら
ず
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が

訪
れ
る
魅
力
あ
る
道
の
駅
に
し
て
、
本

市
だ
け
で
な
く
足
柄
平
野
全
体
を
元
気

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　

こ
こ
ま
で
本
市
を
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
な
お
一
層
、
本
市
の
知
名

度
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、
本
年
３

月
に
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

の
た
め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
や

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

本
市
の
魅
力
や
住
み
や
す
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
実
際
に
都
内
か
ら
移

住
し
た
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
は
、
都
心
で
勤
務
し
て
い

て
、
通
勤
圏
内
に
家
族
で
住
む
場
所
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
各
地
に
足

を
運
ん
だ
末
、
決
め
た
土
地
が
南
足
柄

市
。「
南
足
柄
市
の
魅
力
は
、
自
然
環
境

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
良

さ
、
水
の
美
味
し
さ
、
そ

し
て
都
心
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
」が
決
め
手
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

南
足
柄
市
は
ち
ょ
っ
と

田
舎
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

都
会
的
な
暮
ら
し
も
で

き
ま
す
。
そ
の
ち
ょ
う
ど

い
い
が
心
地
良
い
ま
ち
の
魅
力
を
、
こ

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
な
ど
で
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夕日の滝びらきでの安全祈願

◆ 

面
積　
　

77
・
12
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
３
０
４
１
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
６
２
４
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
が
集
い
、
ひ
と
が
つ

な
が
り
、
ひ
と
が
躍
動
す
る
ま
ち　

南
足
柄

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
神
奈
川
県
の
西
端
に
位
置

し
、
都
心
か
ら
約
80
㎞
圏
内
。
ち
ょ
っ
と
田

舎
で
、
ち
ょ
っ
と
都
会　
“
ち
ょ
う
ど
い
い
”

が
心
地
良
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
お
茶
、
イ
チ
ジ
ク
、
ミ
カ
ン
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

〔
観
光
〕
大
雄
山
最
乗
寺
、
足
柄
万
葉
公
園
、

夕
日
の
滝
、
足
柄
森
林
公
園
丸
太
の
森
、
金

時
山
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
神
奈
川
工
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
桜
ま
つ
り
、
ハ
ナ
ア
オ
イ
ま

つ
り
、
夕
日
の
滝
び
ら
き
、
足
柄
金
太
郎
ま

つ
り
、
足
柄
峠
笛
ま
つ
り
、
ざ
る
菊
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

南足柄市長

加藤修平

横浜市
南足柄市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

橿
原
市
は
昭
和
31
年
２
月
11
日
、
奈

良
県
で
５
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
当
時
の
人
口
は
約
３
万
８
０ 

０
０
人
で
し
た
が
、
現
在
で
は
約
12
万 

４
０
０
０
人
に
増
え
、
南
阪
奈
道
路
や

京
奈
和
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、
中

南
和
地
域
の
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
誕
生
し
て
ま
だ
60
年
し
か
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
の
歴
史

は
古
く
、
記
紀
に
は
初
代
神
武
天
皇
が

即
位
し
た
地
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
し
、
６
９
４
年
に
は
、
日
本

で
初
め
て
の
都
城「
藤
原
京
」
が
造
営

さ
れ「
日
本
」
と
い
う
国
号
を
初
め
て

国
外
に
発
信
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
本
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
本

市
を
、
地
域
資
源
の
活
用
と
多
様
な
主

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
、発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
奈
良
モ
デ
ル
」の
推
進

　

本
市
は
奈
良
県
と
連
携
し「
奈
良
モ

デ
ル
」と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
奈
良
モ
デ
ル
と
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た「
県
と
市
町
村
の
役
割
分

担
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
協

力
体
制
や
役
割
分
担
の
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
、
県
と
各
市
町
村
と
が
そ
れ

ぞ
れ「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
締
結
し
、
相
互
に
連
携
し
て
事

業
を
進
め
る
枠
組
み
で
す
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
広
域
的
な
観
点

か
ら
市
民
生
活
の
核
と
な
る「
駅
、
病

院
、
公
園
」な
ど
の「
拠
点
」を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
県
全
体
と

し
て「
総
合
力
が
発
揮
で
き
る
都
市
の

形
成
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
い
く
つ
か

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
和
八
木
駅
周
辺
の 

ま
ち
づ
く
り

　

近
鉄
大
和
八
木
駅
は
、
大
阪
市
、
京

都
市
、
名
古
屋
市
の
各
大
都
市
と
直
結

さ
れ
て
い
る
駅
で
、
新
型
観
光
特
急

「
し
ま
か
ぜ
」
の
停
車
駅
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、「
橿
原
神
宮
前
駅
」を
経
由

し
て
桜
の
名
所「
吉
野
山
」
と
も
つ
な

が
っ
て
い
る
市
内
の
鉄
道
駅
の
う
ち
で

最
も
乗
降
客
の
多
い
駅
で
す
。

　

こ
の
駅
の
南
側
に
は
、
約
１
１
０
０

坪
の
市
有
地
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
土

地
を
活
用
し
て
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
窓
口
業
務
を
１
カ
所
に
集
約
し
て
総

合
窓
口
機
能
を
有
し
た
分
庁
舎
と
、

１
４
０
室
程
度
の
客
室
を
含
む
観
光
施

設
か
ら
な
る
複
合
施
設
の
建
設
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
高
さ
は
約
45
ｍ
で
、
周

辺
に
は
視
界
を
遮
る
障
害
物
も
無
く
、

大
和
三
山
や
二
上
山
な
ど
の
山
々
や
奈

良
盆
地
を
一
望
で
き
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
ま
た
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
中
南
和
地
域

の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
大
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
の
中
央
部
に
は
、
公
立
大
学
法
人

奈
良
県
立
医
科
大
学（
以
下「
医
大
」）

が
立
地
し
て
い
ま
す
。
医
大
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
と
大
学
機
能
の
再
編
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
始
め
て
い
ま

〜
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
〜

橿か
し
は
ら原
市（
奈
良
県
）�

 

橿
原
市
長
　
森も

り
し
た下

　
豊ゆ

た
か

大和八木駅南側に整備を進める、分庁舎と観光施設などから
なる複合施設

3
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す
。
ま
た
、
医
大
が
提
唱
す
る「
医
学

を
基
礎
と
す
る
ま
ち
づ
く
り（
Ｍ
Ｂ

Ｔ
）
」
と
い
う
独
自
の
構
想
を
ベ
ー
ス

に
、
医
学
の
視
点
を
生
か
し
た
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
製
品
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
的
と
し
た「
Ｍ
Ｂ
Ｔ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」と
い
う
一
般
社
団
法
人

も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
こ
の
組
織
の
一
員
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
画
し
、
産
業
の

振
興
や
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橿
原
神
宮
前
駅
周
辺
の 

ま
ち
づ
く
り

　

初
代
神
武
天
皇
を
御
祭
神
と
す
る
橿

原
神
宮
の
南
西
に「
新
沢
千
塚
古
墳
群
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
古
墳
群
を
中
心
と

し
た
区
域
を
緑
豊
か
な
憩
い
の
場
に
し

よ
う
と
、
平
成
24
年
度
か
ら「
新
沢
千

塚
古
墳
群
公
園
」の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
古
墳
群
は
、
昭
和
51
年
に
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
県
下
最
大
級
の
群

集
墳
で
、
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
を

し
た
古
墳
約
６
０
０
基
が
一
定
の
エ
リ

ア
に
集
中
し
て
い
て
、特
に
、新
沢
千
塚

１
２
６
号
墳
は
、
遠
く
ペ
ル
シ
ャ
地
方

や
中
国
・
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
著
名
な

古
墳
で
、
新
沢
千
塚
古
墳
群
の
代
名
詞

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
４
月
24
日
に
は
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た「
拠
点
施

設
」
と
、
地
元
産
の
農
産
物
な
ど
を
販

売
す
る「
集
客
施
設
」
の
開
館
式
を
行

い
ま
し
た
。「
拠
点
施
設
」は
、
こ
の
地

が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
端
に
当
た
る
神

聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
愛
称
を

「
シ
ル
ク
の
杜
」と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
が
地
域
住
民
の
多
世

代
間
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
多

く
の
方
々
に
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
観
光
拠
点
と
し
て
、
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

お
わ
り
に

　

本
市
が
あ
る「
飛
鳥
地
方
」に
は
、
古

代
日
本
の
中
心
的
な
遺
跡
群
が
数
多
く

残
っ
て
お
り
、平
成
19
年
１
月
に
は「
飛

鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
遺
産
群
」

が
世
界
遺
産
登
録
の
暫
定
リ
ス
ト
に
記

載
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
27
年
４
月

に
は
、
日
本
が
国
家
と
し
て
歩
み
始
め

た
時
代
を
け
ん
引
し
た
女
性
た
ち
の
ス

ト
ー
リ
ー
《
日
本
国
創
生
の
と
き
─
飛

鳥
を
翔（
か
け
）た
女
性
た
ち
─
》が「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
る
と
い
う
、
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
公
共
交
通
の
再

編
も
含
め
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
も
力
を

入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は「
市
政
60
周
年
」に
あ
た
り
、

橿
原
神
宮
で
は「
神
武
二
千
六
百
年
大

祭
」が
執
り
行
わ
れ
た
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
悠
久

の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、

日
本
の
ふ
る
さ
と「
か
し
は
ら
」
を
体

感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成28年4月25日に開館した新沢千塚公園拠点施設「シルクの杜」

◆ 

面
積　
　

39
・
56
㎢

◆ 

人
口　
　

12
万
３
８
４
２
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
２
３
４
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
歴
史
・
文
化
と
人
が
つ
く

る
交
流
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
奈
良
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
行
政
・
経
済
・
交
通
・
教
育
・
文
化

の
中
南
和
地
域
の
拠
点
都
市

〔
特
産
品
〕
い
ち
ご
（
ア
ス
カ
ル
ビ
ー
、
古

都
華
（
こ
と
か
））、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
、

鉢
花
、
地
酒
、
飛
鳥
鍋　

〔
観
光
〕
橿
原
神
宮
、
今
井
町
、
藤
原
宮
跡
、

大
和
三
山
、
橿
原
市
昆
虫
館
、
橿
原
市
歴
史

に
憩
う
博
物
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
春
の
神
武
祭
、
橿
原
夢
の
森

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、飛
鳥
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
、

橿
原
市
農
業
祭
、
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
、
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
大
和
三
山
・
橿
原

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

橿原市長

森下 豊

奈良市

橿原市



JUNE 2016 市政 50

わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

岩
国
市
は
、
平
成
18
年
３
月
に
１
市

６
町
１
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
本

年
で
合
併
10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
山
口
県
東
部
に
位
置
し
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
や
西
中
国
山
地
国
定
公

園
、
清
流
錦
川
な
ど
豊
か
で
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
、
広
大
な
市
域
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

臨
海
部
は
、
紙
・
パ
ル
プ
、
繊
維
な
ど

の
工
場
や
石
油
・
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

が
立
地
す
る
工
業
都
市
と
し
て
発
展
す

る
と
と
も
に
、
旧
日
本
海
軍
に
よ
る
岩

国
飛
行
場
の
建
設
を
経
て
、
戦
後
は
米

軍
岩
国
基
地（
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基

地
）が
置
か
れ
た
こ
と
で
基
地
の
ま
ち

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

錦
帯
橋

　

錦
帯
橋
は
国
指
定
の
名
勝
で
あ
り
、

日
本
を
代
表
す
る
木
造
橋
で
す
。

　

春
は
桜
、
夏
は
う
飼か
い

や
花
火
の
夜

景
、
秋
は
城
山
の
紅
葉
、
冬
は
雪
化
粧

と
、「
錦
」の
名
の
通
り
、
四
季
折
々
の

色
彩
豊
か
な
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
日

本
三
名
橋
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
優
美
な
る
姿
は
、
市
民
の
誇

り
で
あ
り
、
本
市
の
象
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
錦
帯
橋
の
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
西
洋
に
も
東
洋
に
も
錦
帯

橋
の
よ
う
な
木
造
橋
は
存
在
せ
ず
、
ま

さ
に
世
界
随
一
の
木
造
ア
ー
チ
橋
と
言

え
ま
す
。

　

木
造
橋
の
宿
命
に
よ
り
、
創
建
当
時

の
材
料
は
現
存
し
て
い
な
い
も
の
の
、

約
３
４
０
年
も
の
長
い
間
、
岩
国
の
人

が
こ
の
橋
を
架
け
替
え
続
け
て
き
た
こ

と
に
重
要
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

岩
国
が
世
界
に
誇
る
こ
の
橋
を
、
人

類
共
通
の
宝
に
し
、将
来
に
わ
た
っ
て
美

し
い
姿
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
、
世
界

遺
産
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ロ
ヘ
ビ
の
館

　

国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る「
岩
国
の

シ
ロ
ヘ
ビ
」の
保
存
に
努
め
る
と
と
も

に
、
文
化
財
と
し
て
の
活
用
を
図
る
た

め
、
本
年
３
月
24
日
に
錦
帯
橋
に
隣
接

す
る
吉
香
公
園
内
に「
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
生
体
展
示
の
み
な
ら

ず
、
映
像
や
体
験
装
置
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
幅
広
く「
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
」
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

米
軍
岩
国
基
地

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
策
定
し

た
岩
国
市
総
合
計
画
に
お
い
て
、
初
め

て「
基
地
と
の
共
存
」を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
基
地
と
の
共
存
に
向
け
、
基

地
に
起
因
す
る
安
心
・
安
全
対
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
、
国
際
交
流
、

観
光
振
興
、
防
災
な
ど
の
分
野
で
も
基

地
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
、

日
米
の
相
互
理
解
と
親
善
を
深
め
る
た

め
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
５

月
５
日
に
は
、「
日
米
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
デ
ー
」と
し
て
基
地
内
が
一
般
開
放

さ
れ
ま
す
。
航
空
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ

の
方
な
ど
が
、
航
空
シ
ョ
ー
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
全
国
か
ら
訪
れ
て

未
来
へ
つ
な
が
る
交
流
都
市
岩
国

　

〜
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
〜

岩い
わ
く
に国
市（
山
口
県
）�
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国
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錦帯橋と花火の夜景
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い
ま
す
。

岩
国
錦
帯
橋
空
港

　

岩
国
錦
帯
橋
空
港
は
、
米
軍
岩
国
基

地
と
の
軍
民
共
用
空
港
と
し
て
平
成
24

年
12
月
13
日
に
開
港
し
、
開
港
以
来
３

年
連
続
で
国
の
需
要
予
測
35
万
人
を
達

成
す
る
な
ど
利
用
状
況
は
堅
調
に
推
移

し
て
お
り
、
平
成
27
年
９
月
24
日
に

は
、
空
港
利
用
者
１
０
０
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
好
調
な
利
用
状
況
の
下
、

平
成
27
年
12
月
22
日
に
は
日
米
合
同
委

員
会
合
意
に
よ
り
発
着
枠
が
２
枠
拡
大

し
、
こ
れ
ま
で
の
１
日
４
往
復
か
ら
６

往
復
へ
の
運
航
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
年
３
月
27
日
か
ら

は
、「
岩
国
〜
那
覇
」線
の
新
規
路
線
就

航
、「
岩
国
〜
羽
田
」線
の
１
日
５
往
復

へ
の
増
便
が
実
現
し
、
よ
り
利
便
性
が

高
く
、
魅
力
あ
る
空
港
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
宕
山
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

　

国
が
実
施
し
た
岩
国
基
地
沖
合
移
設

事
業
に
必
要
な
埋
立
土
砂
の
供
給
を

行
っ
た
約
１
０
２
ha
の
愛
宕
山
地
域
に

お
い
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
愛
宕
山
地
域
の
約
４
分
の
１
の

区
域
に
つ
い
て
は
、
市
が
国
立
病
院
機

構
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
核
と

し
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
や
防
災
機
能

を
備
え
た
多
目
的
広
場
の
整
備
に
よ
る

医
療
・
防
災
交
流
拠
点
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

残
り
の
約
４
分
の
３
の
区
域
に
つ
い

て
は
、
国
が
米
軍
家
族
住
宅
に
加
え
、

野
球
場
、
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
サ
ッ

カ
ー
場
を
有
す
る
陸
上
競
技
場
、
さ
ら

に
は
和
室
や
調
理
室
を
備
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
平
成

29
年
ご
ろ
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

運
動
施
設
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
開

門
時
間
中
は
原
則
、
自
由
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
利
用

可
能
な
施
設
と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
日
米
交
流
を
通
じ
て
、
双
方
の

絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
機
会
が
得
ら
れ
る
場
と
な
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
活
力

の
向
上
と
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け

て
、
平
成
27
年
10
月
に「
岩
国
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
力
の
向
上
の
た
め
に
、
錦
帯

橋
な
ど
の
市
内
の
観
光
資
源
や
岩
国
錦

帯
橋
空
港
を
は
じ
め
と
し
た
陸
・
海
・
空

の
交
通
利
便
性
な
ど
を
生
か
し
て
、
観

光
交
流
の
盛
ん
な
ま
ち
と
す
る
と
と
も

に
、
産
業
面
に
お
け
る
他
都
市
と
の
交

流
や
基
地
の
あ
る
ま
ち
の
特
性
を
生
か

し
た
国
際
交
流
な
ど
を
推
進
し
、
人
や

も
の
の
大
き
な
流
れ
を
生
み
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
人
口
減
少
を
抑

制
す
る
た
め
、
若
者
の
就
業
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
の
整

備
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
10
年
先
を
見
据
え
、

「
夢
を
か
た
ち
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊

か
な
岩
国
市
の
創
造
に
全
力
で
取
り
組

む
覚
悟
で
す
。

◆ 

面
積　
　

８
７
３
・
72
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
８
９
２
１
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
６
２
３
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
包

ま
れ
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ
れ
る
交
流
の
ま
ち

岩
国

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
清
流
錦
川
が
は
ぐ
く
む
美

し
い
自
然
と
錦
帯
橋
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
あ

る
町
並
み
が
残
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
20
日
、
岩

国
市
、
由
宇
町
、
玖
珂
町
、
本
郷
村
、
周
東

町
、
錦
町
、
美
川
町
、
美
和
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
岩
国
れ
ん
こ
ん
、地
酒
、岩
根
栗
、

鮎
、
高
森
牛
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ワ
サ
ビ
、
岩

国
寿
司
、
大
平

〔
観
光
〕
錦
帯
橋
、岩
国
城
、錦
帯
橋
の
う
飼
、

岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
、
宇
野
千
代
生
家
、
地
底

王
国
・
美
川
ム
ー
バ
レ
ー

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
錦
帯
橋
ま
つ
り
、
日
米
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ー
、
錦
帯
橋
の
う
飼
、
錦
川

水
の
祭
典
、
岩
国
祭
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
ゆ
う
・
フ
ェ

ス
タ
、
周
東
食
肉
フ
ェ
ス
タ

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

岩国市長

福田良彦

山口市 岩国市


